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（上）主屋・書院の図は重要文化財関家住宅(神奈川県)の場合の伝統的な民家の軸組みおよび小屋組みの部材名称である。

（下）木村家住宅(徳島県)は東祖谷山村の南面傾斜地に所在し、この地域で最古といわれる民家の例である。

伝統民家の部材等の名称は、地域により異なるものもあるが、基本的な点には共通性があると考え資料として付した。

図版：「関家住宅主屋・書院および表門保存修理工事報告書｣（2005）／文化財建造物保存技術協会編著 ｢木村家住宅修理工事報告書｣（1984）
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